
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

Grapevine Syrah virus 1に関する 

病害虫リスクアナリシス報告書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和６年１２月２５日 

農林水産省横浜植物防疫所 
  



 

 

 

主な改訂履歴及び内容 
令和 ６（2024） 年 12 月 25 日 作成 

        

        

 
  



 

 

 

目次 

はじめに .............................................................................................................................. 3 

Ⅰ リスクアナリシス対象の病害虫の生物学的情報（有害植物） ..................................... 3 

１．学名及び分類 ............................................................................................................. 3 

２．地理的分布................................................................................................................. 4 

３．感染記録のある植物及び日本国内での分布............................................................... 4 

４．感染部位及びその症状 ............................................................................................... 4 

５．移動分散方法 ............................................................................................................. 5 

６．生態 ........................................................................................................................... 5 

７．媒介性又は被媒介性 .................................................................................................. 5 

８．被害の程度................................................................................................................. 5 

９．防除 ........................................................................................................................... 5 

１０．診断、検出及び同定 ............................................................................................... 5 

１１．日本における輸入検疫措置 .................................................................................... 5 

１２．諸外国における輸入検疫措置 ................................................................................ 6 

Ⅱ 病害虫リスクアナリシスの結果.................................................................................... 7 

第１ 開始（ステージ１） .................................................................................................. 7 

１．開始 ........................................................................................................................... 7 

２．対象となる有害動植物 ............................................................................................... 7 

３．対象となる経路 ......................................................................................................... 7 

４．対象となる地域 ......................................................................................................... 7 

５．開始の結論................................................................................................................. 7 

第２ 病害虫リスク評価（ステージ２） ......................................................................... 8 

１．有害動植物の類別 ...................................................................................................... 8 

２．Grapevine Syrah virus 1 の病害虫リスク評価の結論 ................................................ 8 

別紙１ Grapevine Syrah virus 1 の発生記録のある国等の情報 ......................................... 9 

別紙２ Grapevine Syrah virus 1 の感染記録のある植物の情報 ....................................... 10 

引用文献 ............................................................................................................................ 11 

 
 
  



 

3 

はじめに 

Grapevine Syrah virus 1 （GSyV-1）（＝Marafivirus syrahense）は、2009年、アメリカ

合衆国において、葉の赤変、接ぎ木部の肥大、幹の壊死等（Syrah decline）の症状を呈し

たヨーロッパブドウ（品種：シラー（Syrah））から他の複数のウイルスと共に、ディープ

シーケンス又は次世代シーケンシングと呼ばれる最新の高精度な遺伝子診断技術を用いて

検出され、同定された最初のウイルスであり、ヨーロッパブドウの栽培品種では無症状で

感染するとされている（Al Rwahnih et al., 2009; Martelli, 2014）。 

日本においては、現在 GSyV-1は、「まん延した場合に有用な植物に損害を与えるおそれ

がないことが確認されていない有害植物」であり、輸入検査で発見された場合、廃棄又は

返送となる（農林省, 1950a, b; 農林水産省, 2011）。また、GSyV-1の感染記録のある植物

として知られているブドウ属の苗木及び穂木については、国が定める隔離施設で１年間の

隔離検疫を行う必要がある（農林省, 1950a, 1968）。 

他方、GSyV-1は日本国内において発見報告があることから、GSyV-1に対するリスク評

価を実施し、植物検疫上の位置付けを明らかにするとともに、適切なリスク管理措置を検

討するため、病害虫リスクアナリシスを実施した。 

 

Ⅰ リスクアナリシス対象の病害虫の生物学的情報（有害植物） 

１．学名及び分類 

（１）学名（CABI, 2023; ICTV, 2011, 2023） 

Marafivirus syrahense 

※近年、ICTV による命名ルールの見直しがあり、分類学上は二名法による記

載が正式なものとされているが、本報告書においては従来名称である

grapevine Syrah virus 1 （GSyV-1）を使用することとする。  

 

（２）英名、和名等（CABI, 2023; ICTV, 2011, 2023） 

英名：grapevine Syrah virus 1 （GSyV-1） 

和名：なし 

 

（３）分類（ICTV, 2011, 2023） 

種類：ウイルス 

科：Tymoviridae 

属：Marafivirus 

 

※ GSyV-1 は Maculavirus vitis（grapevine fleck virus）（GFkV））、

grapevine red globe virus（GRGV）、grapevine rupestris vein feathering 

virus（GRVFV）及び Marafivirus asteroides（grapevine asteroid mosaic 

associated virus）（GAMaV））と形態的、物理化学的及び分子生物学的

特性が類似し、進化的に関連があるウイルスとされている

（Sabanadzovic et al., 2017）。 

 

（４）シノニム（Martelli, 2014; ICTV, 2023） 

Grapevine virus Q (GVQ) 

Grapevine Syrah virus 1 （GSyV-1） 

 

（５）系統等  

欧州型とアメリカ型の２つの遺伝子型があるとする報告があるが、詳細は不明で

ある（Glasa et al., 2015）。 
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２．地理的分布 

（１）発生記録のある国又は地域（詳細は別紙１参照） 

アジア：大韓民国、中華人民共和国、日本（※） 

中東：トルコ 

欧州：イタリア、ギリシャ、クロアチア、スペイン、スロバキア、スロベニア、 

チェコ、ハンガリー、フランス 

アフリカ：南アフリカ共和国 

北米：アメリカ合衆国、カナダ 

中南米：ブラジル、チリ 

大洋州：オーストラリア 

 

※ 本ウイルスは国内既発生として扱われている（日本植物病理学会, 2021）。また、

国立研究開発法人  農業・食品産業技術総合研究機構が保有する醸造用ブド

ウの遺伝資源から、特異プライマーを用いた検定にて GSyV-1 の塩基配列断片が

検出された事例が報告されている。（千秋ら , 2019; ICTV, 2023; Ito, 2023）。 

 

（２）生物地理区 

GSyV-1は、旧北区、新北区、エチオピア区、オーストラリア区及び新熱帯区の５区

に分布する。 

 

３．感染記録のある植物及び日本国内での分布 

（１）感染記録のある植物（詳細は別紙２参照） 

ブドウ科：ヨーロッパブドウ（Vitis vinifera）、V. aestivalis、V. labrusca × V. vinifera

及び V. rotundifolia（syn. Muscadinia rotundifolia） 

バラ科：キイチゴ属（Rubus spp.）  

 

 （２）感染記録のある植物の日本国内における分布及び栽培状況 

GsYV-1 の感染記録があるヨーロッパブドウ等は 47 都道府県で栽培されている。 
 

４．感染部位及びその症状 

GSyV-1 は、ヨーロッパブドウの栽培品種では無症状で感染するとされており（Al 

Rwahnih et al., 2009; Martelli, 2014）、GSyV-1単独感染の症状は不明である。近年の文献

では、植物病害との関連性は明らかでないとされている（EPPO, 2017; Glasa et al., 

2015）。 

スペインでは、葉の赤化や葉巻症状といったウイルス様症状を示したグルナッシュ種

（ワイン用品種）の一つのサンプルから、GSyV-1 と高い相同性を示す配列の他に

grapevine fanleaf virus、grapevine fleck virus（GFkV）等、９種のウイルス・ウイロイド

が検出されたが、GSyV-1と樹上に認められた病徴との関係性についての調査は行われて

いない。（Ruiz-García et al., 2017）。 

また、アメリカ合衆国ではシラー種（ワイン用品種）に葉の赤変及び葉焼け、接ぎ木部

の肥大、幹の壊死等を示す Syrah decline 症状が見られたとの報告があるが、GSyV-1 の

単独感染ではなく、grapevine rupestris stem pitting-associated virus、grapevine rupestris 

vein-feathering virus（GRVFV）等、複数のウイルス・ウイロイドが検出されており、こ

れらの症状とGSyV-1の直接的な関連性は明らかにされていない（Al Rwahnih et al., 2009; 

Glasa et al., 2015）。 

感染部位は葉、葉柄及び樹皮が知られている（Al Rwahnih et al., 2009; Czotter et al., 

2015; Glasa et al., 2015）。 
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５．移動分散方法 

（１）自然分散 

ヨコバイ科の一種（Erythroneura variabilis：日本未発生）から GSyV-1が検出され

ているが、媒介性については十分に解明されていない（Al Rwahnih et al., 2009; 

Sabanadzovic et al., 2017）。なお、GSyV-1が属する Marafivirus属はヨコバイ科に

より永続的に伝搬する種があることが知られている（ICTV, 2011）が、GSyV-1が伝

搬されるかは不明。 

 
 

（２）人為分散 

接ぎ木によって伝搬する（Martelli, 2014; Sabanadzovic et al., 2017）。種子伝搬は

知られていない。機械的伝搬はしない（ICTV, 2011; Sabanadzovic et al., 2017）。 

 

６．生態 

（１）中間宿主及びその必要性 

情報なし。 

 

（２）伝染環 

情報なし。 

  

（３）植物残さ中での生存 

情報なし。 

 

（４）耐久生存態 

情報なし。 

 

７．媒介性又は被媒介性 

ヨコバイ類は GSyV-1が含まれる Marafiviruses属のベクターである。ヨーロッパブド

ウから採集したヨコバイ科の一種（Erythroneura variabilis：日本未発生）から GSyV-1が

検出されている。しかし、ヨコバイの媒介性についての検証試験に関する報告はなく、媒

介性は十分に解明されていない（Al Rwahnih et al., 2009; Sabanadzovic et al., 2017）。 

 

８．被害の程度 

GSyV-1の単独感染による明確な被害報告はない。 

 

９．防除 

Vitis labrusca × Vitis riparia の苗を 36～38℃で６週間以上保管したのち、茎頂組織を

採取し培養することで、GSyV-1を含む複数のウイルスが除去可能であることが報告され

ている（Miljanić et al., 2022a）。 

 

１０．診断、検出及び同定 

GSyV-1 の種特異的プライマーを用いた RT-PCR 法による検出（Al Rwahnih et al., 

2009; Martelli, 2014）及び塩基配列解析による検出（Ahmed et al, 2018; Wu et al., 2023）

が可能である。GSyV-1の検出時期は秋が最適と報告されている（Judit, 2009）。 

 

１１．日本における輸入検疫措置 

GSyV-1 は、「まん延した場合に有用な植物に損害を与えるおそれがないことが確認さ

れていない有害植物」であり、輸入検疫で発見された場合、廃棄又は返送となる（農林
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省, 1950a, b; 農林水産省, 2011）。 

ブドウ属の苗木及び穂木については、国が定める隔離施設で１年間栽培して症状の観

察や検定を行う隔離検疫を行う必要がある（農林省, 1950a, 1968）。なお、GSyV-1につ

いては、RT-PCR法による検定を行っている。 

 

１２．諸外国における輸入検疫措置 

ニュージーランドは、ブドウ属の指定された種の栽植用挿し木と組織培養体について、

樹齢 10 年以上の母樹から採取したものであり、その生育期間中に検査を行い、Syrah 

declineの症状がなかった旨の追記を求めている（MPI, 2024）。 
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Ⅱ 病害虫リスクアナリシスの結果 

第１ 開始（ステージ１） 

１．開始 

Grapevine Syrah virus 1（GSyV-1）に対するリスク評価を行い、植物検疫上の位置付

けを明らかにするとともに、適切なリスク管理措置を検討するため、病害虫リスクアナ

リシスを実施する。 

 

２．対象となる有害動植物 

Grapevine Syrah virus 1（GSyV-1）を対象とする。 

 

３．対象となる経路 

リスクアナリシス対象の病害虫の生物学的情報の「２．地理的分布」に示す「国又は地

域」からの「３．感染記録のある植物及び日本国内での分布」に示す「感染記録のある植

物」であって、「４．感染部位及びその症状」に示す「感染部位」を含む植物を対象とす

る。 

 

４．対象となる地域 

日本全域を対象とする。 

 

５．開始の結論 

GSyV-1を開始点とし、その発生の記録のある地域から輸入される植物を経路とした日

本全域を対象とする病害虫リスクアナリシスを開始する。 
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第２ 病害虫リスク評価（ステージ２） 

１．有害動植物の類別 

ステージ１で特定された有害動植物について、国内における発生及び公的防除の有無、

定着及びまん延の潜在性並びに経済的影響を及ぼす潜在性について調査し、植物検疫措

置に関する国際基準 No.11「検疫有害動植物に関する病害虫リスクアナリシス」（FAO, 

2017）に記載する検疫有害動植物の判断基準を満たしているかどうかを検討する。なお、

以下の（１）から（３）の評価項目において、検疫有害動植物の判断基準を満たしていな

いことが判明した時点で評価を中止できるものとする。 

 

（１）有害動植物の国内での発生の有無及び公的防除の有無等 

ア 日本での発生状況 

日本国内での詳細な発生状況に関する情報は少ないものの、GSyV-1は日本既発生

として扱われている。また、国立研究開発法人  農業・食品産業技術総合研究機

構が保有する遺伝資源における検出が報告されている（遺伝資源として利用されて

いるブドウ苗木からの検出報告）。 

 

イ 公的防除の有無 

GSyV-1に対して封じ込め、根絶等の公的防除は実施していない。 

 

ウ 国内未発生の系統の調査 

GSyV-1は、欧州型とアメリカ型の２つの遺伝子型があると報告があるものの、詳

細は不明である。 

 

（２）定着及びまん延の潜在性 

GSyV-1 の感染記録のあるヨーロッパブドウ等は 47 都道府県で栽培されているこ

とから、GSyV-1が国内にまん延する潜在性があると判断する。 

 

（３）経済的影響を及ぼす潜在性 

他ウイルスとの複合感染の場合、Syrah decline 等の症状と関連は不明だが、発生国

において、GSyV-1 の関与する樹勢の低下、収量への影響等の明確な被害の報告はな

い。また、無症状のブドウから GSyV-1が検出されることもある。 

よって、我が国においても経済的影響は無視できると判断する。 

 

（４）評価にあたっての不確実性 

特にない。 

 

（５）有害動植物の類別の結論 

GSyV-1は国内での検出が報告されているが、国内のまん延状況は不明である。し

かし、発生国において GSyV-1による症状や被害の報告はない。このため、我が国に

おいても経済的影響は無視できると考えられる。 

したがって、GSyV-1に対するリスクアナリシスを中止する。 

 
 

２．Grapevine Syrah virus 1の病害虫リスク評価の結論 

GSyV-1は経済的影響が無視できることから、検疫有害動植物に該当しないと結論づけ

た。 

よって、GSyV-1に対する輸入植物検疫措置も必要としないと判断した。 
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別紙１ 

 

Grapevine Syrah virus 1の発生記録のある国等の情報 

 

国又は地域 ステータス 根拠文献 備考 

アジア    

大韓民国 発生 Cho et al., 2019  

中華人民共和国 発生 Ahmed et al., 2018  

日本 発生 千秋ら, 2019; Ito, 2023  

中東    

トルコ 発生 Caglayan et al.,2017  

欧州    

イタリア 発生 Giampetruzzi et al., 2012  

ギリシャ 発生 Martelli, 2014  

クロアチア 発生 Vončina et al., 2022  

スペイン 発生 Ruiz-García et al., 2017  

スロバキア 発生 Czotter et al., 2015; Glasa et al., 
2015 

 

スロベニア 発生 Miljanić et al., 2022b  

チェコ 発生 Czotter et al., 2015; Glasa et al., 
2015 

 

ハンガリー 発生 Czotter et al., 2015  

フランス 発生 Beuve et al., 2013  

アフリカ    

南アフリカ共和国 発生 Oosthuizen et al.,2017  

北米    

アメリカ合衆国 発生 Al Rwahnih et al., 2009; Martelli, 
2014 

 

カナダ 発生 Czotter et al., 2015; Xiao et al.,2018  

中南米    

チリ 発生 CABI, 2023; Engel et al., 2010  

ブラジル 発生 Moura et al.,2018  

大洋州    

オーストラリア 発生 Wu et al., 2023  
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別紙２ 

 

Grapevine Syrah virus 1の感染記録のある植物の情報 

 

科名 学名 シノニム 
和名 

英名 根拠文献 備考 
属名 種名 

バラ科

(Rosaceae) 

Rubus spp.  キイチゴ属   Martelli, 2014  

バラ科

(Rosaceae) 

Rubus 

allegheniensis 

 キイチゴ属   Martin et al., 2013  

ブドウ科

(Vitaceae) 

Vitis aestivalis  ブドウ属   Martelli, 2014  

ブドウ科

(Vitaceae) 

Vitis labrusca × 

Vitis vinifera 

 ブドウ属   Cho et al., 2019  

ブドウ科

(Vitaceae) 

Vitis rotundifolia Muscadinia 

rotundifolia 

ブドウ属   Martelli, 2014  

ブドウ科

(Vitaceae) 

Vitis vinifera  ブドウ属 ヨーロッパブ

ドウ 

grape CABI, 2023; Martelli, 

2014; Martin et al., 

2013 
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